
令和５年度 第２回福岡県循環器病対策推進協議会 委員からの主な意見 

 

 

１ 協議事項「（１）第１期福岡県循環器病対策推進計画の振り返りと今後の方向性（案）」 

について 

 

○ ロジックモデルは現計画と同様、引き続き巻末に掲載し、今後も達成状況を把握してい

ただきたい。最新の数値については学会から提供するので活用してほしい。 

 

○ 巻末のロジックモデルの歯科の項目に全国の値が入っていないが、R4 年度歯科疾患調査

の全国平均値が示されているため、次期計画では入れていただきたい。 

 

○ 資料１の血圧、食塩摂取量、野菜摂取量の実績値の出典データは何か。データをとるた

めの調査方法は前回策定時と同じか。 

 

⇒ R4 年度県民健康づくり調査の結果であり、現計画策定時に用いた調査方法と同様で

ある。（事務局） 

 

○ 主な取組に示されている「ふくおか健康ポイントアプリ」は汎用性が高い。運動指導や

生活指導などに活用できる機能を追加できれば、健康な人以外にもリハビリを継続して

もらうなどの使い方が広がるのではないか。 

 

⇒ アプリ改修の際の参考にさせていただきたい。（事務局） 

 

 

２ 協議事項「（２）第２期福岡県循環器病対策推進計画の骨子（案）」について 

 

○ 資料２の４の１（１）①に「口腔ケア」とあるが、「口腔健康管理」という表記をするよ

うに変わっている。口腔健康管理の中に、口腔機能管理、衛生管理、口腔ケアを含むも

のになっているので、口腔健康管理という表記の方が良いのではないか。 

○ 他の関連計画でも統一した表記で策定していただきたい。 

 

⇒ 素案作成において御指摘のとおり修正する。また、他課への情報共有を行う。（事務局） 

 

 

３ 協議事項「（３）第２期福岡県循環器病対策推進計画における指標（案）」について 

 

○ 先天性心疾患に関する指標も取り入れていただけたらと思うが、具体的な統計値が把握

できるものしか取り入れられないのか。 

 

⇒ 計画本文には取組の方向性などとして記載できるが、具体的な統計値として把握す

ることが難しいため、指標として取り入れることは難しいと考えている。（事務局） 

 

 

 

 



○ 追加指標（案）の「脳卒中患者に対する療養・就労両立支援の実施件数」は、どのよう

にして件数を算出できるのか。 

 

⇒ 国から提供されるデータ（NDB）の数値を採用する予定。（事務局） 

 

 

４ その他 

（１）「（１）第８次福岡県保健医療計画の策定」について 

 

○ 本協議会で協議した内容は、県庁内でしっかりと連携して他の関連計画ともきちんと整

合するように取り組んでいただきたい。 


